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とうとう雪が降りました。この季節は，体調を崩しがちになりますね。
図書館はいつでも暖かい快適空間です。
もうすぐ冬休みですが，図書館は通常通り開館していますので，どうぞご利用ください。

《新聞を読もう！》

１ 10月から購読新聞が増えました。

カウンター前の閲覧机にあります。自由に読んでください。過去の新聞も保存しています。

これは，
「18歳から選挙ができるようになったこと」
「授業にアクティブラーニングが取り入れられ，複数の新聞情報を比較検討

する必要がでてきたこと」によるものです。
（文部科学省＋総務省の方針 2017年度からの5カ年計画）

２ 新聞スクラップブックを活用しよう！

司書が新聞を読んで，使えそうな記事をスクラップしました。
テーマごとに分けてあるので，自分の必要な分野の記事だけを
通年で読むことができます。（カウンター近くの書架にアリ）

どんな記事が載っているかまとめた冊子を
返却BOX脇とカウンターで配布しています。
自由にお取りください。

３ 新聞を読むコツ⇒ ウラ面へ
忙しい人は中央の囲み欄のみ読んでください。
参考文献：『新聞活用大事典』池上彰監修 文溪堂 2013

『僕らが毎日やっている最強の読み方』 池上彰，佐藤優著 東洋経済新聞社 2016
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現在

大学入試にも出題される
こともあるし，面接にも活
用できます。「ニュース
を読む力を養おう」と池
上彰さんも言っています。
忙しいときは，見出しを
見るだけでもOKです。

《長期貸出はじまる！》
12月18日（火）から行います。

一人 5冊まで 返却日：1月9日（水）

読みたかったあの本この本，この機会に大いに活用してください。

レポートの作成などじっくり取り組む課題のある人にとっても，本を
長期間借りていられるのは都合が良いですよね。

司書が留守の時に
本を借りる人は，
はカウンター上の
所定の用紙に記入
してくださいね。

「看護系に進学した
い」なら医療系の記
事の部分をまとめて
読むことができるの
でスクラップは便利
ですよね。



忙しい人は，中央の
囲み欄だけ見てね。新聞を読もう

１ 新聞を読むメリット

①情報を幅広く知ることができる。
②関心のあることを知ることができる。
③保存できる。
④ネット情報より信憑性が高い。
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インターネット（玉石混淆）

【インターネット】
メリット
・速報性がある
・すぐに検索できる
・概要が分かる
・持ち運びしやすい
（モバイル）
・誰でも発信できる
・保存が簡単
デメリット
・信憑性に差がある

【コラムとは】
1面下方の定位置にあ

る記事。各新聞社のトッ
プクラスの執筆者が担
当している。

朝日新聞「天声人語」
毎日新聞「余録」
読売新聞「編集手帳」
河北新報「河北春秋」

【記事の構成】
１ 見出し
２ リード文
３ 本文
４ 用語解説

【新聞とインターネット】

情報収集はネットで代
替できる場合もあるが，
新聞の方が偏りが少な
い。

〈新聞〉

プロ記者の取材・文章
であり，プロ編集責任者
の厳しい目で確認が行
われているため信頼性
が高い。
〈インターネット〉

誰もが発信者になれる
分，サイトによって，信
憑性に大きな差がある。
「フェイクニュース」や利
益誘導型の情報がある
ので要注意。

真実を求めるなら，どち
らを利用しても，クロス
検索や他の情報源（新
聞・雑誌，本，専門家）
も合わせて調べる必要
がある。

２ 新聞を読むコツ

基本：大きな見出し
→リード文→本文

①時事問題だけ知りたい
ﾄｯﾌﾟﾆｭｰｽ→社会面だけ読む
※１面トップはTV・ラジオニュースの
一番最初のニュースにあたる

②少し詳しく知りたいが，時間がない
ﾄｯﾌﾟﾆｭｰｽ→目次
→パラパラめくって大見出し＋

リード文だけ読む

③関心のある記事だけ知りたい
ﾄｯﾌﾟﾆｭｰｽ→目次→
関心のある「面」だけザックリ見る

３ 上手な文章を書きたい

①コラムを読む。

②オピニオン，討論，
一般読者の投稿を読む。

【新聞の構成】
1面：ﾄｯﾌﾟﾆｭｰｽ
2面～最終面
政治面
総合面
国際面
投稿欄・
オピニオン面：
・読者の投稿
・専門家による
投稿・
討論・解説

証券（株価）面
特集面：
独自設定の
ﾃｰﾏの解説

家庭面
番組面
スポーツ面
地域面
社会面

【多角的な見方】

異なる立場の人の考
え方を知る。

グローバル化・

ダイバーシティ化が
進んではいるが，
国籍，人種，
専門，職業，経験，
性別，年齢が

違うと，考えや意見，
感じ方が違う。

【文章の構成 5W1H】
１ いつWhen
２ どこでWhere
３ 誰がWho
４ 何をWhat
５ なぜWhy
６ どのようにHow


